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要約：本研究では,特別な支援を要する児童も含めた全ての児童が安心して学ぶことができ

る学級経営とは何かを明らかにすることを目的に,質問紙調査・参与観察・インタビュー調

査を行った。京都市立A小学校の担任経験がある教員を対象として質問紙調査を実施し，「教

室環境」「授業における指導方法」「個別的配慮」の３観点に分けて考察した。さらに,参与観

察・インタビュー調査から教員の工夫や困り感を明らかにした。その結果を基に,特別な支

援を要する児童に焦点をあてだ学校規律のフェーズ表を作成した。フェーズ表は,児童の様

子が変化することを表したものである。これにより教師の工夫が全体の学級の様子に影響を

与え,特別な支援を要する児童を含めたすべての児童の様子に影響を与えていることがわか

る。特別な支援を要する児童の様子に着目し,学級を俯瞰的に見ることが大切である。さら

に,児童同士をつなぐ支援が全ての児童が安心して学べる学級経営に繋がることもわかっ

た。

キーワード：学級経営　特別支援教育　特別な支援を要する児童　フェーズ表

１。課題設定

2019 年10 月から非常勤講師を開始し,小学校の特別支援学級で,LD や自閉症の児童（児童数

計９名）とともに日々支援員として過ごしている。仕事内容としては,児童が交流および共同

学習を行うときに,特別な支援を要する児童を支援したり，日常生活の中で必要となるトイレ

や食事の指導・補助を行ったりしている。特別な支援を要する児童との関わりの中で,個別指

導では一人ひとりに合った支援や指導をし,信頼関係を築くことができた。しかし,特別な支援

を要する児童が集団活動である通常学級で学ぶときに,一人ひとりが安心して学ぶことができ

る学級経営ができるのかとても不安を感じた。また,筆者自身と特別な支援を要する児童との

関係を結ぶことはできたが,特別な支援を要する児童と周りの児童をつなぐ工夫や仕掛けをす

ることが出来なかったように感じている。結果,特別な支援を要する児童は周りの大人からは
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支援されるが,周りの児童からは興味がない,もしくは,特別な扱いを受けるようになってしま

った。このような不安を抱えながら,私は来年４月から大阪府の小学校教員として勤務する
Ｏ

大阪府には,日本語指導が必要な児童や支援学級の児童生徒が比較的多く在籍している。これ

らの非常勤講師の経験や大阪府の現状から,特別な支援を要する児童も安心して学べる学級経

営について,参与観察・質問紙調査・インタビュー調査を基に,教室環境や授業における指導方

法や個別的配慮の３観点から,すべての児童が安心して学ぶことができる学級経営について明

らかにしたい。

2｡ 特 別支援 教育 とは

2-1 特別 支援 教育に ついて

2-1-1 特別支援教育の基本理念

国際化,多様化する成熟化社会の我が国における特別支援教育の考え方も「区別」から「共

生」へと変容していった。次のような考え方が,環境に大きな変化を及ぼした。以下,キーワ

一ドで示しながら,社会の変容を内容別に表１で示す。

表１　特別支援教育で取り扱われるキーワード

キー ワ ー ド 内容

国際障害者年 国際連合が指定した国際年の一つo 1971 年「精神薄弱者の権利宣言」, 1975 年

「障害者の権利宣言」を採択したこ とに次ぎ,これらを単なる理念としてでは

なく社会において実現するという意図のもとに決議された。この行動計画は，

我が国における障害者基本計画に大きく影響を及ぼした。

ノーマライゼーション 障害者を特別視す るのではなく，一般社会の中で普通の生活が送れるような

条件を整えるべきであり，共に生きようとする社会こそノーマルな社会であ

るという考え方o

リハビリテーション 障害者の身体的･ 精神的･ 社会的な自立能力を目指す総合的なプログラムであ

るとともに, それにとどまらず 障害者のライフステージのすべて の段階にお

いて全人間的復権に寄与し,障害者の自立と参加を目拑すとの考え方。

バリアフリー 障害者が社会生活をしていく上で障壁（バリア）となるものを除去するとい う

意味で,より広く 障害者の社会参加を困難にしている社会的・制度的・心理的

なすべての障壁の除去という意味で用いられるo
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ユニバーサルデザイン 障害の有無, 年齢,性別, 人種等にかかわらず多様な人々が利用しやすいよう

都市や生活空間をデザインする考え方。

インテグレーション

(総合教育)

予め健常児 と障害児を区別した上で,同じ場所で教育するo

インクルーション 1994 年にスペインのサマランカで開催された「特別ニーズ教育に関する世界

会議」によって世界的に広められた理念。「すべての児童は誰であれ,教育を受

ける基本的権利をもち」「すべての児童は,ユニークな特性・関心・能力および

学習のニーズをもっており」「特別な教育的ニーズをもつ児童たちは,彼らの

ニーズに合致できる児童中心の教育学の枠内で調整する, 通常の学校にアク

セスしなければならない」 という原則が示されたo

2-1-2　特別支援教育の法とシステム

2004 年に中央教育審議会で『特別支援教育を推進するための制度の在り方について』中間ま

とめの検討がはじまり画期的な法整備がなされた。その後，「特殊教育」から「特別支援教育」。

「用語教育」から「特別支援学校」また，「特殊学級」から「特別支援学級」と呼ばれるように

なった。文部科学省「特別支援教育の推進について（通知）」には，「障害のある幼児児童生徒

の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち,幼児児童生徒一人一人

の教育的ニーズを把握し,その持てる力を高め,生活や学習上の困難を改善又は克服するため，

適切な指導及び必要な支援を行うものである。また,特別支援教育は,これまでの特殊教育の対

象の障害だけでなく，知的な遅れのない発達障害も含めて,特別な支援を必要とする幼児児童

生徒が在籍する全ての学校において実施されるものである。さらに,特別支援教育は,障害のあ

る幼児児童生徒への教育にとどまらず,障害の有無やその他の個々の違いを認識しつつ様々な

人々が生き生きと活躍できる共生社会の形成の基礎となるものであり,我が国の現在及び将来

の社会にとって重要な意味を持っている。」とある。

2-2 通常 学級 におけ る特別な 支援を 要 する児童とは

2-2-1　発達障害の定義

2016 年（平成28 年）６月３日に改訂された「発達障害者支援法」の第２条（定義）には，「こ

の法律において「発達障害」とは,自閉症,アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害,学習

障害,注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能の障害であってその症状が通常低年齢に
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おいて発現するものとして政令で定めるも,のをいう。」としている。

2-2-2　一人一人の特性を理解することの難しさ

障害の診断は,医師による医学的診断基準(DSM-IV) からみる軽度発達障害の診断基準で定

められることが多い。　しかし,現実的には,診断名がはっきりつかなかったり，障害の状態が二

重,三重にも重なっていたりする児童生徒がいることがある。また,発達障害の特性は生涯にわ

たり持続するといわれているが,実際には,成長に伴いその特性が変容する場合もあることで

ある。児童の実態把握をするときに,診断名や障害名だけで判断すると,間違えた実態把握とな

ってしまうことがある。児童生徒の一人一人の実態を日々の生活の中から的確に把握し,行動

の特性を理解し,一人一人の教育的ニーズは何なのかを見つめていくことが重要ではないだろ

うか。

３ 京都市立 Ａ小学校での特別な支援を要する必要な児童に焦点をあてだ調査

3-1 調査方法

対象校:京都市立Ａ小学校　調査期間:10 月初旬～12 月中旬

① 質問紙調査：現場の教員を対象に，「教室環境・授業における指導方法・個別的配慮」の

３観点にわけて,４段階評価のアンケート（記述あり）を実施した。そのアンケートを基

に，３観点毎に平均点を計算し,結果が高い教員と低い教員の学級で参与観察を行う。

② 参与観察：以下の３観点毎に参与観察で着目する点を設定し,記録する。

（1）教室環境：児童の机の配置・掲示物・傘立て・担任の机や棚・児童のロッカー等

（2）授業における指導方法：担任の言動・児童が発言した人数や言葉

（3）個別的配慮：特別支援学級の担任の指導方法

③　 インタビュー調査：質問紙調査と参与観察の結果を基に,管理職からみた特別な支援を

要する児童をもつ学級担任の工夫や困り感についてインタビューを行う。

3-2 調査目的

小貫（2010）は通常学級での特別支援教育をよりよくするために,教師自身が振り返るこ

とができる自己チェック票を作成し,ユニバーサルデザイン環境の作り方を提案した。ま

た,佐久間・吉井(2017) は通常学級で行われているインクルーシブ教育の取り組みについ

て,担任への質問紙調査を通して教師の配慮や学校の取り組みについて明らかにした。これ

らを参考に,教室環境・授業における指導方法・個別的配慮の３観点に分けてアンケートを
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作成した。アンケート結果をもとに,現場の教員の協力を経て,通常学級における特別な支

援を要する児童も含めたすべての児童が安心して学ぶことができる学級について考察を行

った。

4｡ 調査 結果

4-1 アンケートの分析

現場の教員を対象に，「教室環境・授業における指導方法・個別的配慮」の３観点にわけて，

４段階評価のアンケートを実施した。また,現場の教員の工夫や困り感についてより詳しく聞

くために自由記述の欄を設けた。まず,「教室環境」の質問項目と結果は以下の表２，３である。

表２　質問紙調査「教室環境」の質問項目

質 問 １

質 問 ２

･ I I - - ･ - ･ ･ - ¶ ･ ･ I I I ･ ¶ ･ = - - ･ ･ ･ I ■ ■■ ■■ - I ･ ･ I ■ ㎜ ■■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■■ ■■ ■■ ■ ■■ ㎜ ■ ■■ ■

質 問

３

質 問

４

質問５

質問６

質問７

質問８

質問９

教室内の教具や児童の持ち物について,一つ一つ置く位置が決まっています か。

座席の位置は児童の特徴に合わせたものにしていますか。

ヤレは３つ以内ですか。

クラス内の児童の

表３　質問紙調査
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す か 。

助 け 合
っ

た り

，

協 力 し た り す る 場 面 を 意 図 的 に 設 定 し て い ま す か

。

･ ･II･ ･II　IrI　I　･I･･,･･･････Il,･･r,aII････ I･･･ ■.II･■■¶ ¶I･ ■I･ ･■I･-･･･II･･････････････ ･･II-|-･-I･･一一I一一,-,―･････ I･ ･a･■･･･J･ ■･･¶････

（記述式）教室環境や学級の決まりについて,特に工夫されていることがあれば, 教えてくださ

し尨

｢教室環境｣ の結果

特に

あてはまる

あてはまる ほとんど

あてはまらない

全く

あてはまらない

無記入

質問１ 33％ 61％ 0％ O％ 6％

質問２ 56％ 38％ O％ O％ 6％

質問３ 44％ 22％ 22％ o％ 16％

質問４ 33％ 28％ 17％ 22％ O％

質問５ 17％ 34％ 33％ 16％ Ｏ名

質問６ 26％ 52％ 16％ O％ 6％

質問７ 26％ 52％ 16％ O％ 6％

質問８ 42％ 42％ O％ O％ 16％

質問９ ・決まりを増やすときは児童の困りから（児童自身から）ｲ乍る。

・教室は常にすっきり（シンプル）することを意識しているo（ゴミ・棚・プリント類）

・机 の中や机の上の整理整頓が苦手な児童に対して一緒に整頓をしたり机の上を精選し

て物を置くようにしたりしているo・暴力,悪口は絶対に言わない

・視覚化（見える化）する。・側面掲示を主に活用していたO

・文字の大きさ・色・太さなどにも留意し,壁と用紙の色やコントラストについても配慮

していた。・できたことを星の形にかいてそれを増やしている。

次に，「授業における指導方法」の質問項目と結果は以下の表４，５である。

表４　質問紙調査「授業における指導方法」の質問項目



表５　質問紙調査「授業における指導方法」の結果

特にあてはまる あてはまる ほとんど

あてはまらない

全く

あてはまらない

質問１ 44％ 50％ 6％ O％

質問２ 39％ 44％ 17％ O％

質問３ 72％ 22％ 6％ O％

質問４ 44％ 28％ 17％ 11％

質問５ 33％ 61％ 6％ O％

質問６ 50％ 50％ O％ O％

質問７ 44％ 56％ O％ O％

質問８ ・発表内容の難易度をさまざま設定しそれぞれ児童が自分に合った発表場面で発表

できるようにしている

・ペアで話し合いを行ったあとに発表を促したり,事前に声を掛けて自信をもたせた

湧 している。

・二人学びなどを多く取り入れ, 考えが持ちにくい児童も友達の考えを聞いてもてる

ようにするo

・書くことへの支援の必要な児童にはノートのコピーを渡して,できるだけスムーズ

に取り掛かれるようにしている。

・学びが途中でも発言するよう声掛け, 足りない部分は学級全体で補うようにしてい

る。・座席の配慮・視覚支援

･複数の支援カード（ヒントカード）などを活用して児童のつまずきの様子によって，

適切なカードなど示して指導していた。
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最後に，「個別的配慮」 の質問項目と集計は以 下の表 ６，７である。

表６　 質問紙調査 「個別的配慮」の質問項目

脹 賜 羅箙 　

r間１　　 つまずきが起きはじめている所に戻って,学習する機会を設けていま

質問２

質問
７

学級以外の指導の場（通級等）を利用している場合,情報・教材の共有を他教員と行っています

か。

質問10　　1

質問13
質問14
間

問

■■■■■■ ■■■㎜■■㎜ ■ ■■ ■ ■■ ■■■■¶ ■ ■ I ■ ■■ ■ ■■■■■■ n ･ I ■■■■■■ I■ I I ･ ･ ･ 　 ■■ ■■■■㎜ ■■■㎜■㎜■㎜■㎜■■■■■■■■■■■■ ■■㎜ ㎜■■ ■■ ㎜　　 ■　　 ■■ ■■ ■■■ ■ ■

日 の ｡
中

で , 認 め る
場 面 作 り を し て

い
ま す か

。

･ ･ ･ ･¶ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･  ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ -  ･  ･ ･ I I ･ ･ ･ ･ ･ ･ I ･ ･ ･ ･ I ¶ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ a ･ ･ ･ I ■ ･  ･ I ･ ･ - ･ I I ･ ■ I ･ ･ " X l , ･ ･ I■■■■ , - - ･ ･ - r ･ - , ･¶ - ･ - , ･ " ･ = ･ ･ - ･ ･ = - ･ - - ･ ･ ･ - I - = ･ ･ ･ ･ I ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ = ･ - ･ ･ ･ = ● I I I ･ I J - - a 一 一一 J 网 ･ ･ I ･ ･ I , l l l a , I u I , 1 1 1 1 1 1

きい。

質問４　　 集団に参加できるための本人に応じたスキルを個別に教えていますか。

質問５　　 集中が途切れた時,どうするかその児童と話し合いをしていますか。

質問６　　 授業内容は閧くだけでなく,具体的な活動を取り入れていますか。
質問等をして,指示内容が理解できているか確認していますか。

学 校 生 活 の 中 で, 児 童 が 苦 に し て い る こ と を 聞 い て い ま す か

。

・　･･･ ･･････････････,････I|･･･････････IIlala=･ ■I=･IIII･･･I･･I･■=I･･･I■･111111■･････,･¶-･¶･uXl,l,･･･-･･･,･I･･I････････････ ・ ･-･-- ･･･････■･･,･,･･｡- I･･,･¶･ ･,･･　････ ････ ･･ ･･･=･･･I･I･･････,r･･J･･･-a,la･･････ ■,･･･a･I･･ ･･･I･･･････¶･･I･=･･,--I･･･III･=･■････････I･･･J･･･I･･I･･■-･･-I････II,■･･･■I･･･--･･･IJ･,III･･―n･･IIla･I ･■¶r･IIII･･ ¶,　 ¶　　　　　　　　　　　I l｡ ・

児 童 が 好 き に な れ る こ と を
一

緒 に 探 し た り

，

提 示 し た り す る 機 会 は あ り ま す か

。

課題や宿題の量を児童に合わせて工夫していますか。
15　　 課 題 や 宿 題 の 量 を 児 重 に 合 わ せ て 工 夫 し て い ま す か

．
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16　　
（ 記 述 式 ） 特 別 な 支 援 を 要 す る 児 童 と の 関 わ り の 中 で, 何 か 困

っ
て い る こ と が あ れ ば 教 え て く だ



表 ７ 質問紙調査「個別的配慮」の結果

特にあてはまる あてはまる ほとんど

あてはまらない

全く

あてはまらない

無記入

質問1 28％ 50％ 6％ o％ 16％

質問２ 28％ 44％ O％ O％ 28％

質問３ 50％ 33％ 6％ O％ 16％

質問４ 17％ 56％ 17％ O％ 10％

質問５ 28％ 39％ 17％ 6％ 10％

質問６ 39％ 50％ O％ O％ 11％

質問７ 61％ 22％ 6％ O％ 11％

質問８ 39％ 33％ 12％ 4％ 12％

質問９ 28％ 50％ 11％ O％ 11％

質問10 17％ 44％ 17％ O％ 22％

質問11 39％ 44％ O％ O％ 17％

質問12 61％ 28％ O％ O％ 11%  '

質問13 28％ 61％ O％ O％ 11％

質問14 17％ 61％ 5％ O％ 17％

質問15 28％ 33％ 11％ 11％ 17％

質問 工6 ･ 支援のための教員がもう一人教室にいてくれたらなあ…と思うが,難しいのも十分わか

っている。

・学級の中に支援を要する児童が多く，一人だけに関わることも難しく,他の子の進度も

考えなければならず,本当に大変。

･支援を要する児童たちが相乗効果でマイナスな方向に進んでいってしまうので,毎日同

じこ とを言い続けている。

・衝動的に人のものをとったりしてしま う児童に対する効果的な支援

・読み書きが苦手,板書ノートを渡していてもとても時間がかかる児童に対する支援

・全体で守らせたい規律と個別的配慮を必要とする児童の頑張りを認めない といけない

所との差に困っている。

・言葉で意思表示することが難しい児童への支援のおり方（選択カードなど提示しても

意思表示が難しい）

表2,  4, 6 は質問紙調査「教室環境」「授業における指導方法」「個別的配慮」の質問項

目,表3,  5, 7 は質問紙調査の結果を示している。まず, どの質問項目においても「教室環

境」では60 ％以上，「授業における指導方法」では72 ％以上，「個別的配慮」では61 ％以

上が「特にあてはまる・あてはまる」に回答しており，ほとんどの教員が３観点を常に意識

していることが見受けられる。その中でも，「教室環境」では質問４については４名，「授

業における指導方法」では質問４が２名，「個別的配慮」では質問５，８では１名,質問15

では２名が「全くあてはまらない」と回答しており,数名の教員が意識してい ないことがあ

ることがわかった。次に,記述では,教室環境において,「児童の困り感からルールをつくる」

「児童自身でルールを作らせる」といった児童を主体とした学級のルールを作っている回

答があった。また，「できたものを星の形の画用紙に書いている」といった回答から「視覚

化」・「見える化」している回答があった。「授業における指導方法」においては,ペアトー

クを多 く取り入れ,児童同士のつながりをつくることやノート指導に力を入れていること

がわかった。「個別的配慮」においては,特別な支援を要する児童のそれぞれの特性を理解
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して配慮することの困り感が述べられていた。

4-3 インタビュー調査

アンケート結果と参与観察を基に,教室環境,授業における指導方法,個別的配慮の３観点

毎に平均が高い教員と低い教員について,学校全体を捉えている管理職からの視点を調査す

るため,インタビュー調査を行った。以下,結果について表８に示す。

表８　３観点の平均が高い教員が意識して行っていることについてのインタビュー結果

教室環境 授業における指導方法 個別的配慮

・特別な配慮を必要とする児童

が多い からこそ, 教室環境を

常に心掛ける必要がある。

例：

①傘立て

傘立て の児 童が入れる場所

に一つず つ名前を 書き,向き

を揃えて入れる。

②掲示物

集中力を切らさないために，

前面をシンプルにし, 側面に

掲示物をはる、　　 。

③掃除ロッカー

どのように掃除道具を入れ

たら, 綺麗か見本の写真を張

り付ける。

④水筒

水筒入 れにひも がは み出 さ

ないように, 水筒にひもを巻

いて入れるように指示する。

また, 見本の写真を近くには

る。

・なんとなく授業に参加し,気

付けば授業が終わっていると

い うことがないように意識し

ている｡そのために,全員の意

見を吸い上げる必要がある。

例：

①ペアトーク

相手 の言葉を借りながら,自

分の言葉で説 明できるよう

にする。

②見通しをもつ

授業 の展開の大枠をつくり，

いくつかにパターン化する。

いつ もと同じ 流れを作るこ

とで,無駄を省き考えさせる

授業をつくる。

③ヒントカード

学 級の数名 がつまずくであ

ろ う個所を予想し,ヒントカ

ードを机間指導の際に 渡し

ておく。

④ノート指導

板 書に精一杯で授業 の展開

につい てい けない児 童の負

担を減らすために, 事前にノ

ートを書いてわたす。

・常に児童の目線になって, 授

業を展 開す るよ うに心 掛け

る。

・授業や 学級経営をする際, 児

童同士をつなぐ工夫を行う。

例：

①机間巡視

確実に見落とし, 取りこぼさ

ないために,一人ひとりの状

況を把握するo

②机の配置

班机にする際,以下のような

隊形をとり,話しやすいかつ

全 体指導 への切り替 えをす

ばやく 行えるよ うにし てい

る。

黒板

１　口丁 ¬

厂

5｡ 総 合考 察

文部科学省(2012) による「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支

援を必要とする児童生徒に関する調査結果について」から，「知的発達に遅れはないものの学

習面又は行動面で著しい困難を示す児童生徒の割合は6, 5%」と示されている。今回調査対象と

なった京都市立Ａ小学校でも,すべての学級に特別な支援を要する児童が在籍していた。また，

ほとんどの学級担任が特別な支援を要する児童との関わりの中で困り感を感じつっも,その児

童が安心して学ぶために様々な工夫をされていることが３つの調査から明らかになった。これ

らのことから,片山(2018)による『入門生徒指導』の学校規律のフェーズを基に,筆者は特別な
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２

支援を要する児童に焦点をあてだ学級経営の指標になる表９を以下のように作成した。

表９ 特別な支援を要する児童に焦点をあてた学校規律のフェーズ

集団の状態

も め るこ と

もあるが，自

分 た ち で 解

決 し よ う と

し, まとまっ

ている。

教師のりー

ダーシップ
のもと,ふん

わりまとま

っている。

教 師 の り ー

ダ ー シ ップ

のもと，なん

と かま とま

っている。

授業中の児童の様子
蔀 石匹 莇 百

・話し合い活動をはじ め,様々な活動が主体的にな

され,授業に集中している。

・児童同士のつながり が強く，それぞれが助け合っ

ている。

・当事者意識をもっており,児童からの発案が多い。

別な支援を要する児童の様

・どの児童が特別な支援を要する児童かわからな

し丶。
・間違えていたとしても自分の考えをかき,発表す

ることができる。Ｉ

・応用問題を自分の力で解くことが出来る。

陬 石 弓 毎 回

・すべての児童がそれぞれを気にかけ,支援してい

る。

体的な学級の様

・話し合い活動も成立し,授業に集中している。

・児童同士のつながりが多い。
・児童からの発案が時々見られるO

・問題事が起きたときに,当事者が納得して解決す

る。

特別な支援を要する児童の様子

・特別な支援を要する児童からわからないことを聞

くことが出来る。
一白分の考えをかくことができる。

・基礎問題を自分の力で解くことが出来る。

肛 言 亘 躬

・特別な支援を要する児童のサポートしている。

・話し合い活動はまあまあ成立する。
・教師と一人一人の児童のつながりはあるが,児童

同士のつながりが気の合う児童同士に限定され

る。
・授業に参加しているが,やや受け身である。

・周りの児童の意見を聞き,真似して言えることが
出来るが，自分自身の考えを伝えられない時もあ

る。（世話をする人一される人の関係）

・集中力が持続しないため,手遊び等をする。
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教師の工夫

・児童を主体にした学習の準備が緻密

になされている。
→ペアワークやグループワークを多く

取り入れ,児童同士のつながりをつ

くっている。
→全ての児童が明確にわかる授業の見

通しを立てている。

・児童主体の授業がなされており，教

師の発言量は少ない。

→授業の流れや教員が使う言葉が決ま
っていて,ぶれることがない。

扉 鄙 膕

・声の大きさが適切で聞き取りやす

し丶。
・児童一人一人の特性を理解し,指導

している。
・絶対に見捨てない姿勢を示す。

・教師を中心とした授業にならないよ

う，児童が主体となる学習の準備がな

されている。
→ペアワークやグループワークを取り

入れて,児童同士のつながりをつく

っている。

→授業の見通しを立てている。

陬 盲判

・特別な支援を要する児童の特性に特
に着目し,支援している。

・学校生活の大体の流れのパターンが

決まっている。

・教師を中心にした学習の準備がなさ

れており，教師主導の一方通行型の授

業に終始している。
→教え込みの時間が長い｡もしくは,児

童が受け身であるため,そうせざる

負えない。

聊 所 聊

・特別な支援を要する児童ばかりに目
を向け,周りの児童に目を向けられ

なくなる。
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な し

と
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ほ

き

し

る

と

て

て

Wt.

ん

い

集団 とはい

えず,同じ空

間 にい るに
と どまっ て

いるO

りの児童の
自分 自J

が ない。

のすることで一杯になり，ほとんど余裕

体的な学級の様

・話し合い活動は活発と言えず, 沈黙の時間が目立

つ。

・授業に参加しているが,教師の指示に頼り,受け身

である。

･教師の求める答えを探している。（教師の顔色を伺

う）

・発言するときは声が小さく，自分に自信がなさそ

うな様子である。

・私語や他者をバカにした発言が見られる。

寺 別 なj

-
･ 顔 を あ

援 を要す る児童 の様

Fずに当てられないよ｛

することに恐れている）

・答えを真似して,答えが同じになる。

紙であるＯ〉

もしくは, 白

・周りを気にせず,自分のしたいことをするO

肝 石 哥蒼萌 鰯

・それぞれの児童が自分のことで精一杯である。（周

りの児童が気にかけていない,興味がない）

・数人は特別な支援を要する児童に話し かけるが，

ほとんど孤立しているO

・自分より立場の弱いと思う者に陰口を言う。

・授業時間と休み時間の区別がほとんどなく，授業

に参加しようとする意識が弱い。
・他者をバカにした発言や私語・エスケープが目立

つ。

特別な支援を要する児童の様子

・個別に指導しないと集中・理解することができな

い。

・自分が苦手な教科は参加しない。（逃走する）

肛 司 謡 四 司

・全体の規律がなく，自由に過ごす。

・私語が目立つ

る

活 の れ が 目 に よっ て わ

-
・授業の準備 があま りなされてお ら

ず, 教師主導の一方通行型の授業に

終始している。

→児童がすぐに答えられない と圧迫す

る（児童の考える時間が全くない）

→できないことに着目させる。（教師自

身が自分の指導力に自信がない）

匹 爾 司
・特別な支援を要する児童の特性を理

解せず,意欲がなくさぼっていると捉

えている。
・常に指示し続ける。

・否定的であり,命令口調である。

具体例:教師の発言(怒鳴り口調)

・違うのかO

・覚えていないのか。

・聞こえたか。

・読んでいるのか。

・休憩していないか。

・問題行動の対応に追 われ,授業の準

備に時間を費やす余裕がなく，工夫

がみられない。

・形だけでも参加させようとする6

(強制的にさせるが,短期間ででき

なくなる)

阡 箝耶

・全体への指示が通らない。
・特別な支援を要する児童の特性を理

解しておらず問題行動への対応に追

われ,一人ひとりの児童を見ること

ができないO

注：片山紀子(2018)『入門　生徒指導』学事出版pp.144-153 をもとに筆者が改編。

上記のような特別な支援を要する児童に焦点をあてだ学校規律のフェーズを作成した。この

フェーズは授業中の児童の様子では,全体的な学級の様子・特別な支援を要する児童の様子・

周りの児童の様子の３つの項目に分け,教師の工夫では,授業面・生徒指導面の２つの項目に分

類した。フェーズＯでは,教師の工夫として,児童一人ひとりの特性を理解して,児童主体とな

るように工夫がされている。そのため,児童が主体的に活動し,授業に集中していたり,児童同
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士の結びつきが強く，それぞれが助け合っていたりする状態が見･られる。なので,特別な支援を

要する児童がどの児童であるか学級の状態を見ただけではわからない。フェーズ１では,教師

の工夫として,特別な支援を要する児童に着目し,教師を中心とした授業にならないよう,児童

が主体となるように学習の準備がされている。そのため,児童同士のつながりがうまれ,話し合

い活動も成立し授業に集中している。また,教師を含めた特別な支援を要する児童に関わる周

りの児童が,特別な支援を要する児童をサポートすることを心掛けている。なので,特別な支援

を要する児童から助けを求めることが出来たり,児童白身の考えを書いたりすることができる。

フェーズ２では,教師は特別な支援を要する児童ばかりに目を向けがちになり，周りの児童ま

で目が届かなくなってしまう。また,授業では教師中心の授業の準備を行い,教師主導の一方通

行型の授業に終始している。そのため,児童は授業に参加はしているが,やや受け身である。ま

た,教師と児童のつながりは見られるが,児童同士のつながりがやや希薄化されている。なので，

特別な支援を要する児童はなかなか児童自身の考えをまとめることができず,教えてもらった

ことをそのまま伝えでしまう傾向がみられる。フェーズ３では,特別な支援を要する児童の特

性を理解しておらず,意欲がなくさぼっていると捉えている。また,授業の準備がなされておら

ず, 教師主導の二方通行型の授業に終始している。そのため,話し合い活動は活発と言えず,沈

黙の時間が目立ったり教師の指示に頼って受け身な状態であったりする。また,それぞれの児

童が自分自身のことで精一杯なので, 特別な支援を要する児童を気にかける児童が少ない。な

ので,特別な支援を要する児童は授業に参加できず,発言しないように顔を常に下げている。フ

ェーズ４では,教師は問題行動の対応に追われ,授業の準備をする余裕がなく，工夫が見られな

い。そのため,全体的な学級の様子として,休み時間と授業のメリハリをつけることが出来ず，

授業に参加しようとする意識が弱い。また,全ての児童にとって全体的な規律がなく，自由に過

ごす。なので,特別な支援を要する児童は授業に参加する意識が弱く，エスケープする状態もみ

られる。

以上のように,教師の工夫が全体の学級の様子に影響を与え,特別な支援を要する児童を含

めたすべての児童の様子が変化する。そのため,特別な支援を要する児童の様子に着目し,学級

を俯瞰的に見ることが大切であり，特別な支援を要する児童の状態はその学級の状態ともリン

クしている。筆者自身が学級を持ったときに。特別な支援を要する児童も含めた全ての児童が

安心して学べる学級経営が出来るのか不安を感じていた。　しかし,これからはフェーズを指標

にすることで,目で見て学級の状態を確認することが出来るので,安心して学級経営に取り組

むことができる。今までは特別な支援を要する児童のソーシャルスキルを育てていくことばか
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りに目を向けがちであった。しかし,学級の中で圧倒的多数である周りの児童が,特別な支援を

要する児童だけでなく，さまざまな児童に関わっていける技能を身につけていく必要があると

感じた。このように,児童同士をつなぐ支援こそが,特別な支援を要する児童にとっても,周り

の児童にとっても,安心して学ぶことができる学級につながると考えた。これからはフェーズ

表を指標にしながら学級経営への支援の在り方を一教員として模索していく。

6｡ 結 語

今回の研究を通して,特別な支援を要する児童に焦点をあてだ学級経営の指標になるフェー

ズ表を作成することができた。今後,学級を持ったときに,学級の状態を表す指標として活用し

ていきたい。筆者自身と関わりを持った全ての児童たちが安心して学べる学級経営ができるよ

うに,児童同士の関係をつなぎ,学級全体で学ぶ姿勢を作っていく。児童たちが将来社会に出た

ときに,認め合い助け合う大切さこそが安心感をつくるということを伝えていきたい。
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